
［１０月１０日 木曜日 １５：０５～１６：０５］

場所：Exhibitor’s Stage I

１５：０５～１５：３５

演者１：福島県立医科大学医療‐産業トランスレーショナルリサーチセンター教授

高木基樹 （福島医薬品関連産業支援拠点化事業）

演題：タンパク質マイクロアレイを用いた抗体医薬品の品質管理と自己免疫疾患・

がん・アレルギー・感染症患者の抗体プロファイリング

１５：３５～１６：０５

演者２：藤田医科大学医学部 病理診断学講座 講師

酒井 康弘 （一般社団法人 日本病理学会）

演題：病理医× ICT × AI ‐次世代の医学を創る ‐



１５：０５～１５：３５

福島医薬品関連産業支援拠点化事業では、生体由来試料から創出した加工
試料およびそれらの解析情報を「福島コレクション」と名付け、これらを活用するこ
とで医薬品関連企業の研究開発を支援している。その中で、独自技術を用いて、
ヒトタンパク質やアレルゲン・病原体を含む微生物由来のタンパク質を搭載したタ
ンパク質マイクロアレイを開発している。本技術は医薬品や診断薬に用いる抗体
の品質管理への活用だけでなく、自己免疫疾患・がん・アレルギー・感染症等の
疾患マーカーや医薬品の標的の探索に活用できると考えられる。本講演では、ヒ
トタンパク質マイクロアレイを用いた市販抗体や抗体医薬品の抗原に対する結合
性と交差性の評価、さらに、ヒトタンパク質マイクロアレイを用いた血中の自己抗
体プロファイリングやアレルゲン・微生物由来タンパク質マイクロアレイを用いた
血中の外来抗原に対する抗体プロファイリングについて紹介する。

１５：３５～１６：０５

昨今のAI開発の波は医療界をも飲み込んでいる。しかし「AIとは何か」という根
本を顧みず、マスメディアも「AIは医師を超えた」等と大衆受けしそうな対立構図
を煽るために、医師ですらAIを毛嫌いしており、「AI如きに医師の思考が模倣でき
てたまるか」と批判に晒されている。人間より遥かに速く走る車が「車は人間を超
えた」等とは表現されないように、AIも単に利便をもたらすツールに過ぎない。

私たち病理医は「どのようなAIがあれば仕事の負担が減るだろうか」を思い描き
ながら，実用的で便利な病理診断支援ツールを開発している。また，巷には様々
なAIが溢れ始めているが、感度・特異度でしかAIを語らないうちは普及しない。AI
は多様なgrand truthを取り込んで前向きに益々強化されるものだから、情報収集
インフラを整備してこそ本領を発揮する。「病理医×ICT×AI」という実用化・強化
までを顧慮した日本病理学会主導のAI開発事業JP-AIDについて発表したい。
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